
（１）食事提供体制の見直しにより、利用者の状態に応じた栄養管理の充実を図る。低栄
　　養の予防に取り組むとともに、褥瘡リスクの軽減など健康状態の維持・改善につなげ
　　る。

（２）食事形態の充実や食環境の整備を進め、安全でおいしい食事の提供を通じて食べる
　　楽しみの向上を図る。季節感のある献立や行事食の充実に加え、利用者の状態や嗜好
　　に配慮した柔軟な対応を行い、満足度の向上につなげる。

３　食の充実による健康維持と生活の質の向上

97.2 97.1 96.5 97.5

２　その人らしい生活を支えるケアの推進

（１）利用者一人ひとりの状態を把握し、その人らしさを尊重した個別ケアをチームで展
　　開するとともに、継続的な評価・見直しにより、行動・心理症状の安定および改善を
　　図る。また、利用者本位の視点から日課を見直し、穏やかに安心して生活できる環境
　　づくりを推進する。

（２）離床機会の確保や余暇活動の充実を通じて心身機能の維持・活性化を促進するとと
　　もに、生活の中で役割や楽しみを感じられる関わりを大切にし、自分らしく過ごせる
　　生活の実現に努める。

（３）看取り期においても利用者の尊厳と意思を尊重し、嘱託医および協力医療機関と連
　　携した支援体制を継続する。また心身の状態に合わせて対応できるよう定期的に利用
　　者や家族の意思確認を行い、人生の最終段階までその人らしい生活を支える。

令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込） 令和8年度（目標）

令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込） 令和8年度（目標）

8.1 7.4 9.3 7.0

（別表３）「利用率の推移（％）」

（別表２）「新入所までの平均空床期間の推移（日）」

（別表１）「1日平均入院者数の推移（人）」
令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込） 令和8年度（目標）

2.2 2.3 2.5 2.0

令和８年度　事業計画 事業所名 やすらぎホームけやき
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１　介護福祉施設として、安全・安心・快適なサービスの提供に努める。
２　利用者の暮らしや人生に寄り添う専門職として、可能な限りお一人おひとりの価値観
　や希望など、個性を尊重するケアに努める。
３　生活機能の維持改善を追求する専門職として、利用者が有する力や可能性を大切に
　し、その意思決定・活動・参加の機会拡大に努める。
４　チームケアの一員として、法人内外を問わず様々な人とのつながりを大切にし、真に
　利用者に有益な統合ケアの構築と提供に努める。
５　地域福祉の拠点施設として、地域に貢献し信頼される施設となるよう、資質の向上と
　開かれた運営に努める。
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（２）関係機関との連携を密にし、入退所調整機能の強化を図ることで空床期間は７日以
  　内を目指し、平均利用率は97.5％以上を確保する。（＊別表２及び３）

（３）ベッド上で体重測定が可能な機器の導入をはじめとした介護機器の活用やICTの推
　　進、業務改善の取り組みを通じて業務の効率化を進め、ケアの質と安全性の向上およ
　　び職員の身体的負担の軽減を図り、職員が利用者と向き合う時間を確保する。

１　安定した施設運営を支える体制の強化

（１）多職種による健康管理と口腔ケアの充実に努めるとともに、低栄養・脱水・感染症
　　の予防や転倒防止を含めた生活環境の安全確保に取り組み、健康状態の維持向上と疾
　　病の早期発見を通じて入院リスクの軽減を図る。１日平均入院者数は2.0人（年延べ
　　730日）以下を目標とする。（＊別表１）



４　信頼される施設づくりと人材育成

（１）新たに家族懇談会を開催し、利用者の生活の様子や施設の取り組みを共有すること
　　で信頼関係の構築を図る。また、ICTの活用等により日常の様子や行事の情報を適時発
　　信し、家族が安心できる環境づくりを推進する。

（２）地域に対して施設の取り組みやケアの実践を積極的に発信するとともに、地域行事
　　への参加や交流の機会を確保する。また、ボランティアや実習生の受け入れを積極的
　　に行い、多様な関わりを通じて地域に開かれた施設運営を推進する。

（３）当施設が大切にする介護観を再確認するとともに職員間で共有を図り、一貫性のあ
　　る専門性の高いケアを提供する。


